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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

紀元前 7 世紀に、南ユダ王国のヨシヤ王を中心に行われた「改革」は、わが国ではもっ

ぱら北イスラエル王国崩壊に起因する外的圧力に対する反応として理解されてきたが、

これとあわせて内的要因を考慮する必要がある。文献学的分析に加えて歴史的・考古学

的知見を援用することで、この改革の意義がより明確になる。ヨシヤの改革は、既に国

内で進んでいた変容と国外情勢が相互規定的に作用して生じた歴史的出来事であったと

考えられる。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔  ヨシヤの改革             〕 〔申命記史書 〕 〔ヘブライ語聖書 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

日本での「ヨシヤの改革」に関する先行研究は、とくに国外の状況（北イスラエル崩壊）によって南ユダ王国に要

請された政治統合に関心を集中してきた。もちろんこのファクターは重要なものである。しかしこれは「ローマ帝国

崩壊はゲルマン民族の大移動によってひきおこされた」というテーゼ同様、真ではあるが最終的要因にのみ注目した

ものといわざるを得ない。私見によれば、ローマ帝国崩壊がゲルマン民族の大移動に先立って変容していたローマ帝

国の内部事情によって準備されていたように、ヨシヤの改革においても国家統合の必要性以前の「変容」に目を向け

なければならない。 

以上のような問題意識から、申請者はライナー・アルベルツの研究を手掛かりとして、国内的（経済的・社会的・

宗教的・政治的・法的）諸要因を考慮する作業を行ってきた。現在最終的な結論を出すには至っていないが、展望は

明確になりつつある。第一にヨシヤの改革は、原理主義的な復古運動のような外皮とは反対に、神学的体系の整備を

伴う世俗化の過程で会ったと考えられる。第二にその神学的体系の整備は、形而下学的な変化に対応するため形而上

学に要請されたものであった。まったく人工的な形而上学的改変は、実際に受容される可能性が極めて低い。したが

って申命記改革者とよばれる「神学者たち」は、諸々の改革を支持するために「既存の」宗教的伝統のrecapitulation

を行ったのである。それにより連続性を確保され、一定の普遍性を与えられたイスラエル宗教は、南ユダ王国が崩壊

した後にも命脈を保ち続けることができたと言うことができる。 

ヨシヤの改革あるいは申命記改革（とその後の展開）の意義は、従来のキリスト教神学において概して否定的に評

価されてきた。つまり、それが単純な神義論に代表されるような硬化した神学であり、ユダヤ教には直接継承された

がキリスト教ではある程度まで克服された負の遺産であるかのように考えられてきたのである。しかしこの評価は著

しく偏向したものである。ヨシヤの改革は従来考えられてきたより、重要な意義を有する出来事であったといえる。 
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研究成果の概要 つ づ き  
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 2008 年 度 中 に 博 士 論 文 中 間 報 告 と し て 提 出 し 、 Journal for the Study of the Old 

Testament に投稿する予定である。また 2008 年 10 月あるいは 2009 年 5 月の日本旧約聖書

学会で発表する予定である。  

 


